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ABEJA、グローバル展開の加速に向けシンガポールに子会社を設立 

 

 
 

人と AIの協調により「ゆたかな世界を、実装する」株式会社 ABEJA（本社：東京都港区、代表取締

役 CEO：岡田 陽介、以下「ABEJA」）は、2026年 8月 26日開催の取締役会において、シンガポール

共和国（以下「シンガポール」）に当社 100%出資の子会社「ABEJA GLOBAL Pte. Ltd.（予定）」

（以下「新会社」）を設立することを決議いたしましたことをお知らせいたします。 

本件は、ABEJAのグローバル展開における重要な一歩となります。 

ABEJAは、日本国内で培ってきたミッションクリティカルな業務への AI実装の知見を活かし、シン

ガポールを起点として ASEAN地域における事業開発を推進し、グローバル展開を進めてまいります。 

 

■ 背景・目的 

ABEJAは、「ゆたかな世界を、実装する」を経営理念に掲げ、ABEJA Platformを中核に、顧客の

AI活用を実運用として成立させ、継続的な高度化を実現するエンタープライズプラットフォーム事業を

展開しています。ABEJA Platformは、AIを PoC（概念検証）ではなく実運用として成立させ、

Agentic AIによる意思決定と Physical AIによる実行を統合することで、データ、意思決定、オペレー

ションを一体的に扱い、リアル空間における業務の高度化を支える実装基盤です。また、人と AIが協

調する「Human in the Loop」を前提としたアーキテクチャの元、初期段階から AIの実運用を可能に

し、「ゼロ PoC」を実現します。これにより、ミッションクリティカルな業務においても、AIを業務

プロセスに組み込みながら継続的に高度化することが可能です。 

 

足元では、米国および中国を中心に AI開発競争が激化し、基盤モデル、計算資源および関連インフ

ラへの大規模な投資が進む一方、AIを導入する側においては、企業・政府を問わず、データの安全性、



 
 

 

ガバナンス、運用の継続性および各国固有の産業・制度への適合性が、より重要な要件となっていま

す。ASEAN地域においても、AIの利活用拡大とあわせ、域内での制度的な整合を図りながら、責任あ

る安全な AIの社会実装を進める動きが急速に広がっています。 

 

シンガポールは、異なる国・地域の企業、研究機関等が連携できる、信頼され、開かれた「グローバ

ル AIハブ」としての機能を強化しています。ABEJAは、同国が ASEAN地域における事業展開を支え

る事業環境および高度なネットワークを有していると認識しております。 

 

ABEJAは、AIガバナンスが極めて重要な論点となっている環境下において、他国にデータ統治権を

委ねるリスクを排除し、各現地の法秩序や企業のセキュリティ方針に柔軟に適合できる、ABEJA 

Platformの提供は、ASEAN地域を含むグローバルサウス諸国のニーズに合致するものであると考えて

おります。事実、昨今、日本発の企業としてエンタープライズのミッションクリティカルな業務での AI

実装を支援してきた当社に対して、他国からの問い合わせが急増しております。 

こうした状況下、ABEJAは、ASEAN地域における事業開発の推進を目的に、シンガポールを起点

とした新会社を設立することといたしました。 

当該案件及び方向性は、2026年 7月 14日に閣議決定された「人工知能基本計画（第Ⅱ期）」におい

て掲げられた、我が国が持つ現場の力を活かしたバーティカル AI及び Physical AIの社会実装、開かれ

た「AI主権」の確立並びに ASEAN等との連携強化とも整合するものと考えております。 

 

ABEJAは、当社が有するノウハウをグローバルに展開し、世界規模で複雑化する課題を解決するデ

ジタルインフラの構築に貢献してまいります。 

 

■ 設立する子会社の概要 

名 称 ABEJA GLOBAL Pte. Ltd.（予定） 

所在地 シンガポール共和国 

代 表 Director 岡田 陽介 

事業内容 
AI・Physical AI関連領域の事業開発、現地企業・研究機関等との 

連携及びこれらに付随する業務 

資本金 100,000シンガポールドル（予定） 

設立年月日 2026年 9月下旬（予定） 

出資者及び出資比率 株式会社 ABEJA 100％ 

 

■ ABEJAの今後の取り組みについて 

ABEJAは国内のエンタープライズのミッションクリティカル業務に ABEJA Platformを提供してま

いりました。実際の現場オペレーションに入り込み、人と AIが協調しながら段階的に AIを高度化させ

る「Human in the Loop」を用いて、より高度な業務における AIの実装を実現し、300社以上の実績

を有しております。こうした国内での豊富な実績とノウハウを元に、ABEJAは、現地の法秩序や各企

業のセキュリティ方針に適合した「リスクが極めて少ない、信頼性の高い AIインフラ」として、

ABEJA Platformを現地へ展開します。 

 

ABEJAは、シンガポールに設立を決議した 100%出資子会社「ABEJA GLOBAL Pte. Ltd.（予

定）」を ASEAN地域における事業展開の拠点と位置づけ、現地企業、大学・研究機関、政府機関等と



 
 

 

のパートナーシップを構築し、案件開発を推進します。同地域を含むグローバルサウス諸国における

AI・Physical AI関連事業の拡大を目指し、機能を段階的に拡充してまいります。 

 

■ Economic Development Board（シンガポール 経済開発庁）シニアバイスプレジデント兼日

本・韓国地域局長 クラレンス・チュア氏からのコメント 

「ABEJAがこの地に地域統括拠点を新設するという決定を心より歓迎いたします。これは、AIの開

発と実装を牽引する企業にとって、シンガポールが信頼できる拠点として地位を確立していることを示

すものです。ABEJAの AI分野での高い専門性は、あらゆる産業における AI導入の加速化に向けたシ

ンガポールの取り組みを強力に後押しすることでしょう。ABEJAが当国の多様な人材を活用し、現地

でのビジネスやイノベーションにおけるパートナーシップを構築し、この地域全体にインパクトをもた

らしてくれることを期待しています。」 

 

ABEJAは、引き続き、ABEJA Platformを通して、ミッションクリティカル業務における AI活用を

支援し、産業構造の変革を推進します。 
 

■ 株式会社 ABEJAについて 

本 社：東京都港区三田一丁目 1番 14号 Bizflex麻布十番 2階 

設 立：2012年 9月 10日 

代 表：代表取締役 CEO 岡田 陽介 

事 業：顧客の AI活用を実運用として成立させ、継続的な高度化を実現する「エンタープライズプラ

ットフォーム事業」 

URL ：https://abejainc.com 

https://abejainc.com/

